
1.はじめに

歴史学習とは艇史認'哉・世界認識の汗勿戊であり、地域史はそのよい教材となり得る。

しかし本佼生徒の速学区域は、徒歩通学の近距際肋W゛割こ1卵斧線通学者も1士1る関東近

県の広範囲に及び、生徒は実感を持力て理解し得る共通の生活区域や歴史体験を持ち

難い。そこ、難也域教材になり緋わるt,のとして、本校の学校史資料の教柄'化を苦えた'。

木校は明治5 a872)年創立の官立女学校(のちに東京女学校と改新◇を前身として、

18聡(明治15)午咲む京女子師命轡羊校附属高キ告女t学校となった。厩体である東京女子師

範学佼 a児松茶の水女子大学)は、玲75 印X治8)年創立のアジア最初の女子師範学

校であり、本佼・本学の歴史はH本の近代化の歩みとも言える。

この恵まれた学校史を教材とするねらいは、ひとつに近現代史と学佼史、また日本

史と世界史を重ね、結ぶことによって、幽己につながる歴史として過去を実感、認ぶ伐し、

未来の主体的な歴史形成者としての向覚を養うこと、そして、世界史が日本史をつく

り日本史が11t界史をっくる桐互の鬨係を尖感し、考察を深めること、<)まりは時空、

の交差上に白己を認識tることである。

実践供は「ヒトラー・ニーゲントがお茶高にやって来た」(『研究紀要』第駿号

2008年皮ソ、「一学校史を学ぶ一新入生対象1お茶の水女子大学附胤高等学校の歴史」

の授業J (『研究紀要』第56号2010年度)その他で報告した。本和γでは学校史資料の

発見と教材化の周辺の事柄について、補足司、る。

学校史資料の発見と教材化
歴史学習を中心に

みどり地理歴史チq・(建界史)
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る

2,ヒトラー・コ,ーゲントの来学・来校(1938年)

「ナチスの政Mご工握」の授鷲では、ナチスの党絽織である突染隊や親衛隊とともに、

青少年誕謡戴で島るヒトラー・コーゲントとドイツ少女畷を取りあげる。たまたま『お

柴の水女子大判村属高等学校創立酉年誌』の年爽で、ヒトラー・ユーゲントの来日時、

19能(昭和 13)年9 村 21日に彼らが本学・本校を訪れたことを知"、資料を探した。

高校内で・発見できたのは、1941(昭和 1励俸卒業の久野俊・子さん寄畔W)アルバムの写

呉A、 B、佼友会会誌『お茶の水』第'応号、第46 号,■汝の作文・「学校日誌」・写真・

「ヒトラーユーゲント歓迎の歌上1等である。ハーケンクロイツ(鉤十字)のナチスの

旗と羽の丸か辻目げられた徽音堂の舞台にユーゲント・・・・行が並ぶ写真や作文は、大きな

インパクトを与.え、その嗣査、探究の過程も含め上記の回的をかなえる教材となった。

しかし、§"交時の写真はわずか2枚でもの足りなく、気になっていた。 2田2午H

珂部日の創立 130周年記念祝賀会の日に、「出席者0ン中で私たちが最高齢の卒業生だ

そうでt」とおっしゃる 19W (昭和 15)年卒業の渡辺寿美子さノνと郭会いした。 rそ

出



れならぱヒトラー・ユーゲント来佼時の写真をお持ちではありませんか」と尋ね、後

日在校時のアルバムごと本校に寄贈していただいた(写真C~H、渡辺さんのアルバ

ムのR'り付けはA、 C、 D、 B、 E~Hの順)。未見の貴重な写真であったため、お

茶の水女子大学大学択歪史資料心劇こ連絡し、20巧年3月写真資料の電子化が行われた。

渡辺さんのお話によると、写真屋さんが振影した写真を購入し、高等女学校時代の

アルバムに保存されていたとのことである。ボンネットバスでの一行の本館前調互弁や

本丘齡こ入る様子、弓進場やブールでの見学など、校友会会誌『お茶の水』第4印号巻

末の「学校日誌」の記録どおりの行動を見ることができる。

20玲年度の授業からは、「去午まではユーゲントの写真はこの2枚だけでしたが、

今年は別oy学女も島ります。どぅしてこの写真が見つかったかと禽、うとー・」と進めた。

大学枇休W)風景も姦佼同様当時と変わらず、来佼の実晃司辻よ打りアルにな0た。また

近々の後日談を示し、探究に終わりがないことも示唆した。一方で、こうして資料・が

琳えてくると、授業の教材は俗的、効果を老え、1宥選が必要となる。

火学の歴史資料館に保管されている当時の n学級日誌」(後述、先の r学校日誌」

とは異なる生徒が記録する日ミ剖には、来校前の2伺弱昼休みに徽音堂で「ヒトラー・

ニーゲント歓迎の歌」の練習をし、誘旧の9月20日には「奥田良三先生が来てくだ

さいました」(「本一蹴力、 1本利・一竿獣"椴」のゑ町(写真 1)ということ、当日来校前

に 12時半・から大揣除があ0たこと(「本四菊D、当日所よ迎の歌」を,二度歌ったσ本

一菊」)ことなども智肋、れている。

「ヒトラーユーゲント歓迎の瀞U は、佼友会会誌「お茶の水」に「、ド村'1畢一先生竹雫司、

小林耕輔先生作心」の楽譜・が哉っていたことからこの歌を歌ったと芳え、授業では事

前に合唱部の生徒に楽譜を波しJ歌わせていた。しかし次に記寸卒業生への取材'では、

「『燦たり、洲K ハーケンクロイツ・・・』を歌0た」との才6話があ0た。もしこの詞なら

ぱ二目東白秋作詞、高階哲夫作曲による歓迎歌「万歳ヒットラー・ニーゲント」である。

この歌は藤原●嫌工の歌でレコード発売され、ラジオでも流れたという。どちらの歌だっ

たのだろうか。ニーゲントは3ケ月間滞在し全国を廻"、梨咳黙こ歓迎された。全国に

流れた臼秋作詞の歌との混伺、思い述いだろうか。

さて卒業生への取材、とは、 9で郡述する当時商等女学校2年生に在校した長屋公子

さん、真木彩江さん、胤赴也栄技さんへの取材'である、「(ユーゲント来校は)生徒にとっ

ては日々あるたくさんの行事のひと◇で、特別ということではなか0た。」「プヲジル

からの浦客さまなど、来客、視雰到士いつもありました。」「ニーゲントは白い指嚇恨で、

朧本のヰγ.学生よりは、かっこいいなと,思いました。」「(彼らは」りラックスしていま

した、凶然でした。」このような際象は写真に見る彼らU)ト祭子や、会誌の作文に「お

行儀が悪い」とあることと重なる。

主た学校が彼らに女子生徒の71q永をプールで見せたととについては、泳いだ当箏者

ではなかったが、「当時は半ズボン樂のゾロつとした万(管で、少し恥ずかしいけれど、

先生にやれと盲われれぱや吟主した、そういう1。のだと思0ていました。」と答えら
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れた。そして彼らの訪問は、「小学校から大学までの女子学生がいるから、本校を選

ノνで来させたのではないでし上う力"と話された。

本学・本校防問では馴1か異なる部分があったにしろ、ヒトラー・ユーゲントの規律

正しいふるまい、統捌のとれたぼ体行動等はΠ本政府に衝染を与・え、教育政策に大き

な影粋を与・えた, 19心邸召村H6)午3月、政府は倒民学校令を発L、従来の尋常小学

佼を廃して住H辿学校とし、r教育の全般にわたって皇倒の道を修錬J させることを目

的とする学才交、国民の基礎を餅訂女tるための学佼へと改めた。子どもたちは「少国民」、

すな力ち「年少の倒民」とされ、心身を鍛え、淡世代の戦争の担い手となることが強

く求められた。儀式や団体訓練、勤労教育はいっそう重視された。この教育政策の転

換の観J系から、菰木史学習でもユーゲントの来校を絡めるこ七ができるだろう。

なお矢越葉子・平松左枝子・央田衆・騰野光行「資料で見る東京女子高等師範学佼

と戦争」『お茶の水女子大学博物鮪実習報告』券地1・号(2006)によると、附属拶山稚園

には来校ぽH吏用されたハーケンクロイツをかたどった旗が残され、19開印召和 13)作

Ⅱ月弓管打'の『リ己童教私1』ずj32 巻甜1 Ⅱ号に1辻ここ 1こ善全げたも0)とは異なる笥と1{ b卜学

絞訪問か?)と歓迎歌が掲織されている"、

3.ヘレン・ケラーの来学・来校(1937年)関連

ヒトヲー・ニーゲント来校の資料収台巨のため、当時在校していた卒業生の方々に育汀

述のインタビューLた折'り、話1擬流年の 1937 印召和 12)年に来佼したへレン・ケヲー

に及んだ。

「どうしてユーゲントのことなどお開きになるので、1、か。ニーゲントより1.ヘレ

ン・ケラーの来校の力が十っと印象深か0たでt。」

「そうです。私たちは皆とても感動し、あと後まで興鷲が残りました。ヘレン'

ケラーの本もたくさん出ました。」

「ヘンン・ケラーは、来る前から『二重苦の聖女』腔堰織』と大騒ぎでした。」

「お話はへレン・ケラーの話を女性が英語に訳し、その英語を日本人の男性が日

本語に訳司、というように、通訟が 2卿入りました。」

「ヘレン・ケラーは女性の口と頬に手を顯てて聴い、ていました。ヘレンのこどば

を女性が英鼎Hこ肌す時、ちゃんと訳しているか手を当てて恥W、ていました'。」

「ヘレン、ケヲーは小学生の合唱の時は、ピアノに"上から手を当てて聴いていま

した。J

「当時日本では1都書各のことを片'輪、ちノ"弐と馬鹿にしていたのに、ヘレン・ケラー

は立派な人でした。J「今でいう認知症の人を、田舎ではお蔵に閉じ込めていたの

でtから。」

ヘレン・ケラーは 18部年、アメリカ合衆国南二郭のアヲバマ州に生まれた。日本で



は呼H台玲郁、本校応11立の2年前である。 1歳フケ村の瓣"こ高熱を発症Lて祝覚、聴覚、

言扉")三重の障害を負0たが、氏靴の時に家庭教師アン・サリヴァンと出会い、厳し

く1獣身灼な教育と強周な寿U志にようて障害を克服した。玲00年にラドクリフ女子ナぐ学

(現在はハーヴァード大学に統合)に入学、玲04年に卒業した。そして合ヅ矧熟囲内の

みならず世界各地を.坊闇し、肺皆噛・の1吊初y)向上や教脊に貢献し19朋年・87歳で死去

した。

その生涯は「奇跡の人.1 の名で W諦年に盧戈曲となり'、映画化もされた。ヘレン

には靈篤な障害を努力で克服した聖女のようなイメージが作られているが、大学卒業

後は村汁醸杓な社会迎動家とな0た、.身体の障!,對辻個人的な問題ではなく、原園の多く

は無知や不充分な栄養状態、不衛生、教育や治療を受けられないことなど、於困、社

会的不平等にあるとぢぇたのである、社会主霧を支持して 19四年にアメリカ社会党

(socialist partyofAmerica)に入党し、女性参政椛運動やマーガレツト・サンガー

の産児制限運動、公民権運動に参加した。性や避妊を口にすること、黒人の人権を認

めることは当時ヅくきな抵抗を受け、ぎ#F労働や死刑制度への反対、資本主強への批判

も人びとの反発を■乎んだ。第一次世界大戦では戦後まで一貰Lて社会主鞭の立場から

反職を訴え、中儁された。また第二次世界大戦では傷病兵を精力的に慰闇して励まし、

戦後は南アフり力のアバルトヘイト政策も批判するなど、彼女の生涯は社会的運動な

しには語れない。

ヘレンの来侭は 1937 U端和 1幻午と戦後の 19促(昭和23)午、郭 U恨和3の年の

3鬮で、本学・本校を訪問Lたのは最も長く斗ケ月剛滞在した初回の 1937年4月で

トムソン'が彼女を支えある。アン・サリヴァンは前年・に亡くなり、秘書のポリ ^●

ていた。サンフランシスコから船で2週澗の長旅"は、障害を持つ者にどのような旅

であ0ただろうか、来民は玲34年に訪米してへレンに会った日本ライトハウスの創

業者呈H禽武夫が、日本の盲人のために強く求めたt四)であった。

これまでへレン・ケヲーについては新入生対象の学斗安史の授業で、有名人の牙モ校・

来学の中で0亮欝介しかしていない。しかし広く障害者の福祉に貢献した人というだけ

でなく、社.会瓶,力家、社会1嘉炎者として、また反戦を訴え市獣ナた人、ヒトラーとムッ

ソリーニを批判Lた人珊、 1936年7月に始主ったスペイン鄭§イ升ではフランニら反乱編

と鬪0た共和倒政府、人民戦線を支援したj、であることを示tことにようて、来校時

OX記4粂から彼女の思1猷や>鄭寺の日本の状況を秀えさせることもできるだろう。

当時ψ)U本は来"肱年の 1936 (昭荊HD 年には2.26事件が起きて嘩軍の政治的発

話力が飛歸泊勺に強まり、滞在中の7月には嘱満橋事件をきっかけに日中全而戦争がは

じまった。ヘレンはフランクリン・ D ・ローズヴェノレトと 1929年のニューヨーク"1

知*:就任11"より親交があり"、来矧寺は大詔新挺となった彼の親書を携えたアメリカ政

府の使者でもあった。臼木政府は警戒Lつうも国寳待遇で按した"。彼女は何を毛え

ていただろうか。

渡辺さんから寄黙噛れたアルバムにはへレン・ケラー詐井貞会の写真が2枚(写真J、
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『お茶の水』第諦号(昭和 12年.5月発行)Ⅲには、 19374ド4月26ぱ、ミ上K)あり 〒ビ.ゞロ.L、、

LY'の徽音堂での「ヘレンケヲー女史謎棚ぜむの記録が写真入りで擢夕繊されている(資

料,1)。 30分遅れての開会から、トムソンによるへレンの生い立ちの紹介、そして
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問「ヘレンよ、貴女は、慕本に来て、如何に樂しいか。」

答 re々の新しさ、心からなる歡迎に惑動t、又製の花を愛づ、勃πこ、新宿御

苑の花の美しさ。そして、又二れから咲く季節の花を望ノνでゐる。J

等へレンとトムソン0)一連の対'話、ヘレンによるメッセージ、小学生の校歌合「偶、記

念遍,!噌呈まで、およそ 1時開で断ったという。女子校らしく、ヘレンとトムソンの服

装も記され・ぐいる。鍔ξ謝幾のない時代の詳細な記録は、速記のように1空詑したものだ

ろう力、。

この日の「本五菊」の学級日誌(写真1_)には、午前中の「代數」秩曼何」 1家*Υ

割烹」に続いて4瓣邦艮に「Ⅱ時如分の電鈴で体換場に集吟」、主事先生より翌日の臨

時大祭とへレン・ケラーに0いての話を聞き、午後 1時半から詐t堂で講演を聞いて、「何

ともいへない親Lみと1晶かさを覺えた」こと、「三重苦の聖女」と言われるへレンに

接寸ることが、できて、嬉しく、ありがたく思0たことが古かれている。

ヘレンはメッセージで「ご.つの聲」「二つの光」「二つの道」があることを首凱十、「私

は貴女方が女任にたじろがぬことを儒'ずる、進んで人生の道を開き、高い理想を以て

身につけることを望む。貴女方若い人たちには、この人生をより明るく文化的にする

襲務がある。私は若い貴女方と同じ道を進んでゐると思、ふ故に、私の今申しあ"サご宮

桑を忘れずに覺えてぃて'ドさい。有訓紡。」と結んだ'。当畔,0)時代IW孔を学び、ヘレ

ン'ケラーの社会運動家としての側面を細0た生徒は、これをどのように受け取るだ

ろう力、。

7月までの3力阿闇、ヘレンは札幌から長崎まで各地を訪れ、エキストラ詳件貞も含

めると U7胴の講演を行ったという姉。そして嚇.泌橋亊:件から 2n後の 7月9日、槌

民地の糊鮮、「満州」、台湾防問に出発する。会卿1寺に髭に触0たという林銑十郎首相は、

6月近衛文1驫首相に交代Lていた。ヘレンー行は灯火名弓例下の列車に兵士とともに乗

り、群衆が「フ刃鞭、万赤剣と叫.ぶ声を卿いた。謹演先では灯火管制で明かりが消され

た観客席に向かって話した。また、戦争で両鬮に月が見えなくなったり、耳が開二え

なくなったりtるかt.しれない人びとがいることを思っ、ぐ心を痛め、ヘレン1・才戦争の

ぼ避を望んだという、

日中全面犠争によ0て旅行の行程は切りあげられた。来日時と様変わ打した溌綱時

の衞楽な*刑爺認事をポし、ヘレンの扱いの変化17に注目させ、そ二に照射される日本

を号察させることもできるだろう。

授業で障智哨'の雁史、社会福祉の歴史を具体的に取りあげることは少ないが、女性

の賦史や子どもの歴史の研突が進'み、授業でも取りあげられるようになってきたよう



に、今後はその磯会が増えていく。また障害者、社会的弱者を主体的な括・動者として

知ること t。.!R要である。

なお、お茶の水女子大学デジタルアーカイプズ*には「ヘレン・ケラー来校写工U

が7枚紹介されている。

4.南京占領(1937年)

写真Mは資科室に保管されていた2枚の布である。洋手の赤色0)木綿に咲井兄南京

胎落」の大きな白抜き文字が将,かぶ。向二う側が透けて見える薄さだが、丁苛Uこ保存

されたまま、あまり使われていない印象であった。上部に都井奉と紐が付いていたこと

から、社会科教室の後ろ壁に掛け撮影した。

授業では 1937 U]荏和 12)年7 阿 7日の盛鴻*希耶:件から印・1・,全甬M奨争・力辻台まり、中

雄民圈の首都南京占領へと進ノνだことを示し、日本倒内では「南京昨バ響」を今か今か

と待ち望んでいたこと、戦渉井兄賀にはH本各地で「日のメU の小旗を振る旗行列弌井是

灯'行列が行われ、本校生徒も参加したことを、昭和 12年度の卒業アルバムの二重橋

前で祝う写真その他で示t (写真N)。そし、て「資料室でこんなものを見つけました・・・」

とホ剛奉を芯に巻かれた布をとりだし、前方の生徒に手伝わせてくるくると解き、高く

掲げて見せる。

しかし麒というには大きさも不拘然で、布地に耐久性はなく、用途が不明であっ

た。その後お茶の水女子大学デジタルアーカイブズを閲覧し、「東京女子高等創徐逐学

絞南京陥落奉祁"淡行列写真1岫」"の項より加新丁写1の幟(のほ'り)として使われたこ

とが判明した。アーカイブズの冒頭の写真は出発前の集合風景だが、この幟を少なく

と1,8本硴認でき、 2枚同じ布があ0た理由 1,わか0た。

以下圷打加賂落漆井脚洪行列写央冲釦より、1937牟 12月14日の 25枚の写真に付け

られたキャプシ牙ンを示寸、。

1, 市H女・午後十一時過ぎに入った南京陥落の縦をうけ、「麻祝南j鄭側響」の幟を押し

立て、日の丸の小旗を打ち振る旗行列が実施された.翌朝の集合時閥は七時斗E

であ0た。

正門からH,1発tる1兼子。八1寺頃。安藤坂から飯田橋に掛、九段・お堀端を経て、

宮城を目指Lた。

簸行列には女高師の教官,生徒ぱか野でなく、附憾高等女学佼の生徒・附属小

学佼の児雌゛,参加Lた。

皇j譜前広"}(二重橋前広場〕着。奥に二靈儒と伏見櫓が写る。

整列し、'M攷礼ののちに佼長の発声でJ"擬三唱。十時土頁。

皇居外苑を行進するーイ丁。持0ている旗より、1村属高等女学校の生徒であるこ

とが判鴨tる。

皇居外苑を行進寸る一行。先頭を歩く附膳小学校の児童。奥に桜田門枡形が写る。

2.

3.

フ.
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皇居外苑を行進→、る一行。附属瓶等女学校の生徒。奥に桜田門枡形が写る。

県居外苑を行進tる一行。女高師の教官および生徒。奥に桜田問俳形が写る。

お堺J矯を行進tるー・行。

0削司禎ヰ」,1へ詣でる一行。先野{を打く教官と附鯵yj'剣交の児童。

靖国神社へ詣でる一行。女高師の生徒。

靖囲神村二社J鰻前にて万歳三唱。

靖鬨神社参拝後の一行。附属高等女学校の生徒。十一時頃。

料畔劃反・江戸川橋・'鯏叫寺前を経て、女高師をEH旨t。

正門に帰,着した一行。一時半頃。

h1校した一行と出迎える人々。

帰佼したー・行と出迎える人々。

帰校した一行上出迎える人々。

悌佼したー・行と出迎える人々。

悟1校Lた{行とt,1」迎える人々。

旗行列に加わる幼稚園児。

・一行は本校運動場をー'周した。

万歳の発声をする校長下村寿一。

本校運動場にて万歳三唱。

これらのキャブシ三1ンと写真によれぱ、 1937年12村↓3日深夜 H 時過ぎに南京陥

落の律を受け、翌 14 印期7貯半集合、8時頃出発。正門を出て安藤坂から飯田橋、九段・

お堀端を経て、宮城に向かい、10時ごろ皇居前広場仁二重橋前広場)到着、万歳三唱。

皇居外苑をまわり蛸矧神社参詣、神楽坂'江戸川橋・護倒寺前を経て帰着、参加者は

女高肺の敦官・生徒、附鵬高等女学校の●女宮、生徒・附臓小学校の児童で、燃校後は

幼稚趣1児も参加して運捌y易(大学グラウンド)へ向かい、万歳三唱したことがわかる。

写真を兒ると、"男性教'U才鳶装、あるいは推じる姿で、多くは帽子を被っている如。

コート着用の者も、主た途中で悦いだのかコートを乎に持つ者もいる。女性教員の中

には和装1,あり、、ド,駄の上うな1,のを履いているが、 16 キロ(後述)を行進tるの

は大変なことであっただろう(写真0)、高等女学佼の生徒はセーラー服の制服姿で、

1禁巻弌、ショール、于袋など砂"袈具は兒られない。保11した冗く丘含前の金メU、翠の育訂には、辻売

後の綏を圖め主せう」という大石板が立0ていた。

つづいて大学の歴史資判喰官に保管されている附税高等女学佼の学級日誌を調査L

た。学級口誌は 1935 (昭和 1の年から 19認(昭和 27)年主で、本科・5学川三分の苅・

菊2クラスⅢと専科(十学年分の家事部、国語筈IW)学級日誌が学期ビと残されている如。
中',

現在の学研吸日誌と同様ιこ、名無U頓に生徒が 1名ずつ紀人しているようである。

必艇丁列当日 12 珂 H 畏火配部WX氾織は、'ド記のとおり 10 クラス中 5 クラスが 1行

程痩の鮪単な(,のとなっている。対して「本二菊」(本科・2年訴騒且)は8行、「本一嘩U (写
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真1りは 10 行、最上級生の「本,五蘭」(写真Q)

をすべて使いきって"いている。この日の天候は

「南京陥落進祝旗行列を致しました」(本四蘭)

「七時三十分よの停心抑粘落恭祝の加X丁列がございました。」(本四,励

「南京陥落Lたので金佼で旗行列を致Lました。午前七時半集合八時出発午

後二時狗辱牧」(本三.飾)

「南京陥落寿祝の旗行列を数しました。」(本.三的')

「午前・ヒ時三.十分本校迎動場に架合L、ぐ、加オテ列を致L主Lた。午後一,時半

にかへ0て米(まい?)り主した。」(本二嚇D

彪H11は'びの南京陥落祝賀大行進を行ひ主した。七時半集合、小學校を先頭に、

そろつて校門を出ました。徳'城滋拝、靖國舛*1:參拝をして、四里の道をー・人の

落後者、なく、元気に齢校致し主した。

本日定期試驗のはずでございましたが、明日にのびました。」(本二牙め

と「本玉ヌ羽(写真R)は地行の欄

「時」であった。

今と1岡じように、二の時期は2号討埼の期末テストがあ0た。「本王菊」の 12月 H

日士曜日のぺージには「定期試験の第一・ロ、歴史の考査がございました。」とあり、「本

二菊」にあるように試験は延期されて、旗行列が行われた。

そして、「本一島奇」の 12 " 13日月鴫細のぺージに「旗行列が明日あるといふお知

らせをいただきました。」とある。前日の下校前に翌日の麟新丁列の知らせがあったと

いう配述は、前掲のアーカイブズの写真キャプション 1「前イ女午後十一時過ぎに入っ

た南京陥落の桜を受け」と食い遂いがある。キャプシ瓢ンの出典は不瞬で、Π打京陥

落の雛」を誰がどの上うに受けたのか、わからない。

1937年7月7日、北京郊外で起きた盧淋橋琳剖・.をきっかけに戦形批よ上海に拡大し、

近術文職内閣は「暴支膺懲(暴れる中国を懲らしめる)」のj盆明を発表して擬中金面

戦争を展閥した。日本住1内は1珍利と戦争終結を意味するはずの首都倖む京の攻略を心待

ちしたが、中国の証剣完は激しく、ようやく「南京完全占領」の丘Y輩を大本営が天皇に

内奏Lたのは 12月玲 nの深夜H1時15分であった。順序としてはこれを受けて昼の

旗行列、夜の礎灯行列の祝賀が島るわけだが、人びとは待ちきれず、数脳舗から祝賀

1テ列をι台めていた将 0

12"8撲の統売新朋第ニタ刊には、警視庁には彪新丁列の許可願が殺到し、午前中に

丸の内の琉1立製イ1斗折の各工場全員八千名、艮本橋東株從業員七下名の奈華捉灯行列

を始め東京女高師の職員生徒千五蔦宏ψリ浜行列等の屈出があり所結署に届け出た各團

行町會は許可次第に即刻實行だと早・手廸Lで待機の姿勢だ」とある。続けて 12都姿、

月 H Hの託光斯聞朝刊に、「そら來たゾ"公磁"南京完全落妨以こ沸く陸海軍けふ

こそお預け触Ⅱ跿の爆發だ」の見HJLがあり、抑えきれず12日にー・般の団体の祝賀を

認め、ていた郷祝庁{入公電が来たことによの「官公署の沌井兄もよろし」と官、公庁に奉
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祝を解禁したと島る。ごうして、いよい上東京全市で盛大な祝賀行列が行われた。

新開に島るように、東京女子海等師範学校が8Uに瞥視庁に旗行列の許可願を出し、

推備をしていたならぱ、13臼に翌日の旗行列を生徒に伝えたところ、その慶の深夜「南

京完全落力凋の公竃が飛ぴ込み、運よく真う先に翌H 日の朝別侍から旗行列を行なっ

た、ということなのだろうか。

「本一菊」の日i志(写真S)には行進の経路が、丁寧に記され、谷湿各は 1両華高女J 幻、

後路は「喪百合商女」 hで各1河休憩をとぅたこと、「旗行列1こ参加Lない方は學校で

内習」したこと、「今日は教室當爵は致しませんでした。」と「當番」(清掃力0 をしし
(ー、

なかったことが,芋かれている。さらに最註洋細な記述の「本五菊」(写真R)には、踵"

途は櫻田円から九段へ出て●削至1ネ【件士へお指りし、大日本帝国苅歳を唱へ、それから白

百合商女で休忘、をとり、そこでは紅由のお祝餅を頂いて皆、等しく今伺の喜を頒ち合

ひ、"正午に再び行進を俳"合Lて・・・」と小渡を満た寸機会があったことがわかる。天長

節や紀元節など学佼の厳粛な式典の際には、饅頭や餅など生徒を禽ぱせる食べ物が用

意された。「本一傭」の1辧沽にはご帰校後「それから本佼のグラウンドで女凾"如の萬

歳を三唱Lて、終わ"、紺劇乎常を頂い、ぐ1帝り主した。」とある.

また「本j五榔お(写真Q)にぱ「,・、行進は本當に嬉しく、十六粁(キロ)の行程{.

少しの苦にもなりませんでした。J と、「本二菊」の「四鑾の道」と重なる記述がある。

当時上今日を単.純に比べることはできないが、16 キロの行進は容易ではない。まして

や小学之11t,参加した。邪・校した時にはへとへとであっただろうし、キャブション23

の「一行は本校運動場をー・周した。」は辛か0たのではないだろうか。朝7時に集合

して、船校は「ー・時半・頃」「二時近く」である。「四里の道を一人の落後者{,なく」(本

二菊)に仁薪鰐く。そして欠席者や学校に残り白習していた生徒もいたこと、半数のタ

ラスは楠潔な記録に終わっていることに{,珂を留めたい。

この旗行列は靈要な学校行事であったため卒業アルバムに写真があり、校友会会誌

『お茶の水』第U 号印召松 13年3月20日発下"には、専攻科1牟生の「よくぞH本

に生まれたる」という作文が載0ている

日中戦争における南京占領を取りあげる際、牙話也の様相を知らされぬまま囲民が全

国各地で火々的に戦勝を祝い、本校でもこのように「y戸祝」したこと、それは何に繋が0

ていったのかを、これらの学級臼誌や写真、作文を通して考えざ辻たい。

5.「戦闘用主要毒瓦斯標本」「投下彈説明標本」

第一炊世界大戦 a914~ 19揺井りはヨーロッパを主戦場としたが、塑壕戦により

長期化したことから海ガス、職東、飛行機による偵察、燃蛾など様々な新兵器が登場

した。'ガスは比皎的安価で大鼠殺人が司能なことから冬鬮が劉発を急ぎ、防森マス

クなど樺ガス防御の研究も進んだ。

鴫判謝用主要街那U祈標本」「投下彈溌明係本」(写真T、 U)は物理・化学・地学推

備室に保管されていたものを譲り受けた。祠じ火きさ伍2× 37 ×5センチ)、形の木
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箱入ηだが、笈11.1きはなく、背部には紙がはがされた跡がある。符井aからして昭和の
Ⅱb

時イtの教税'と胆、われるが、磁話正はない。

授共でけ「第一次世界大戦当1侍ではなく、昭和の教材ではないかと思うが」ど新っ

たうえで、谷種の海ガスを紹介し、なぜ「窒慰水劫 f中志叫U 「塵烱性」轟ガスだけで

なく、「クシヤミ'性」森ガスや「イ櫛奥姓」除ガスが開発されたのか等汚えき辻る。イペりツ

トガスはべルギーの鞍場イープルで址初に使われたことによる命名で、「投下弾況明

標本Jの下段左Π坊'弥」には、イペりツトガスによ0て無新§に畑ltした手の被害哘工功逓女0

ている。

1寺進は「こ0>"ガスは本物ですか」などと言いながら重い籍を回覧Lていくが、戦

前の生徒が森ガスの教育を受けたことを知り、その教材の「標本」そのものを手にす

ることは、歴史と直接触れ合う実感を与える。「本物」「a糾勿」で島ることに加えて、

禽分の母校に繋がるものであることの意味も大きい。
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6.黎明期の女性科学者保井コノ、黒田チカ、マリー・キュリー

偶゛ヤ(や,、い)コノ a880 ~ 1971)は委川県に生主れ、異本で最杓W>博士号をと 0

た槌物学者で立る。主た黒田チカ(1884~ 196幻は佐々笥県出身の化学者で、保井コ

ノに村K 日本で2番めの女性理岸*芋士である。共に明治 10年代に生まれ、本学の前

身の女子商等師範学佼理科を皐業して日本を代表tる黎明期の女性科学者とな吟、昭

和如年代に没した。

歴史がj事実としても、生徒の口ールモデルとしても、若名なマリー・キュリー a867

~玲34年0 と同時イ弌に日本にも優れた女性チy,者たちがいたこと、女豐拓汗究者への

偏見と妨害の斗・.で向らの道を選び、生きたことを紹介tる。また物理、イヒ学、生物の

授業で先述の女性研究者たちにふれることも靈要だろう。

教材'化のき0かけは「ラジウム発見 100周年」記念師蹄註のため、 1998・年にキュリー

夫妻の長女イレーヌの娘で核物亘晋学者のエレーヌ・ランジュバン=ジョリオが唯郡学に

来校し、講演を湖いた二とである。授樂では当初マリー・キュリーと絡め、この講演

のエビソードや写真、本岸啼喫乍のパンワレット『女性科学者d刈原所剥告、エレーヌさ

んの来日当殆ψ)織瓣h戦小:を教材にした。主た、夫ビエールの事故死後のマリーと物理

学二野ポール・ランジニバンのエビソードは少女向きの伝記には載らない大人の話だが、

と夫を失0た¥夘寺の女性の立場の一途を伝える話t絲ヨ介した。そしてエレ}ヌさんの

名字に注目きせると、彼らの巡り合わせに声があがる。

上た多くの死傷者が壮_}た r第一次世界大戦」の授業では、マリーと長女イレーヌが

最湘ルtの放射線装擬を自動,車にMんで各地を主わり、外傷の治療活動に成果を挙げた

こと、「フランス人民戦線内閣成立」の授業では、ファシズムに反対して人民戦線を

組ノνだレオン・フンし厶内開が、フレデリック,ジョリオと結婚Lたイレーヌ・ジョリ

オ=キニリーをブルム内閣の初の女性閣僚繹平学担聖D に登用した郭ことを、この内

閣の州牙名を示寸、エビソードとして添える二上もできる。



俳,中ニノと黒田チカについて辻、 3qy上g、修化児代4上会」の憲法学習で女姓の権利

を学賜井斤りの教材のひとっとした四。保井力芥或維した高等女学校用「物理」の教科11を、

女子にこのようなものが","けるわけがないと認めてもらえなかったこと、保井はアメ

り力へ、黒櫛はイギリスへ留学したが、「女でありながら留学まで望むからには結婚

せずに生添緬升究を所硫けるべしJ という時夕陰の制約があったことなど、大変な苦労のも

とで勉学L、研弓Eと教育を続けたことを紹介する。

教嗣'には1詞出のハンフレット『女竹才平孚者の源所闘を偕用していたが、 2007年3男

当1辱の永野張佼長Mが凖業式祝辞(資料2)で両氏を紹介されたことから、この厩評高

をいただいて20肝年度以降の必修北児代社会」の授業で毎年事荊学習の課題として

読主せ、晃W謀を提U、1させている。手元の 2012午皮3年生の晃那謀(資料・3)を読み返

tと、受験を前にして勉学、教倫'OX廷義、脚己の将来、日本社会のあり方をぢぇる良

質の敏材になっていることがわかる。

フ.教育勅語、天皇・皇后肖像画、天長節

教脊勅i配こついて学ぶ際、その内容とともに下賜された剰'吾がそれぞれ0メ静校でと

のよう1こ扱才コれた力、も1孜り左)げる。教育卿J1吾の劣:しの写1キべ、冶、造りゃコンクリート製

の泰安殿の写真はその姿料tなるが、本校・本学では徽音堂儒趣堂)の前面上方の左

右に明治天皇、皇后の立位の肖像画"が掛かり、紀元節や天長節等の祝日の儀式の際

にはその「矼刑喪」が開いて肖像画を現し、教育勅語が漆じ涜された。祝日は貌在のよう

に休日ではなく、登校Lて厳かに式を挙げ祝う日であった。

昭和天皇の迦生日である4村 29日天長節の「専三家」(専科家東部3年生)の学級

日誌 C芋真V)には式炊第が紀され、 4新走は徽音堂で行われた儀式の様子をりアルに

怨像することができる。臼紀中の印勘歌姉力語泰答)」とは、Π珂やにかしこき天皇

の」に始まる物部安房(勝油辧D の作詞で、本人による俳掛軸が大学に所蔵されておU、

これもデジタルアーカイプズで見ることができる器。

8,校歌「みがかずぱ」

「アメリカ合衆国の判ゞ心の授業では、最後にアメリカ建国矧の精神が明治早期よ

り日本で知られる二ととなり、敗戦まで広く日本人に影粋をもたらしてきたこと、本

佼の佼歌もその流れの中にあると斉えられることを紹介してきた榔。アメリカ合衆国
膿

建倒の父のひとりべンジャミン・フヲンクリンの「13 の徳」とあわせて昭趣ゞ茎太后 U明

治天皇皇1劫の「十二徳」の〒蹴歌、勤勉の徳を説く皇后下賜の1女歌「みがかずぱ」訓、

文部省唱歌「金剛石」を紹介L、アメリカ合衆国建国期の精神がなぜ、どのようにし

て明治時代の剛民への教訓と結びついたのか、国民はなぜ受け入れたのかと、疑問を

投げかける。

付ザト者はおそらく本学嚇C京女子断琉包学校開校時の初代摂理(学収)を勤めた中村正

直だろう'。彼は幕太イギリスに留学し、 1871(明治4)年にサミュエル・スマイル0
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ズの『セルフ一>レフ』を『西国立志細辺として翻訳、出版し、『学問のttめ』と

蛇ぶべストセラーとな0た。教訓の普遍判1へX需教道徳との靈なりもあるが、アメリカ

合衆1男独立 100 午後のH本で受容、浸透Lた二とは興味深い。「]3 の徳」から「十二.徳」

へと]つ削られた徳は何小も含め、考えさせる

9.卒業生インタビュー

作楽会の恊力を得て、 20四午H 月16日、卒業生の長屋公子さん(専攻科鬮語筈'卒

三幻、真木彩江さん(専攻科家事部卒業)、横地栄枝さん(専攻科家事部卒業)にお話

を伺った。 19374端和 12)年に東京女子姦等n赤矩学1頻洲隅商等女学校本科入学、1942(昭

承.11力年オミ科・卒業、そして 19妬(昭和 20)年に専攻科を卒業したこの学X下は 1924 (大

正 13) gU上まれの学年、で、ヘレン・ケラー来校時¥ミ本科 1年生、ヒトラー・ユーゲン

ト来校時には太科2年辺上であ0た。

この時の目的はヒトラー・ユーゲント来校についての清村訓又集だ0たが、お話の内

容は多岐に豆0た。興畩深い内容のため以下小学才卿侍代から雌Nこ紹介,、る。錨V高せず

に取材したため、文貞はtべて築者にある。

Π射属小学校は新時実験的な三断流IW)学校で、『一部』は女子のみ心人、にこから)

商等女学佼進学には1、 2梨,が落ちる、『ニ.高叫は男女混合クヲスで、 1・ 2年、 3 ・

斗年、5・6年の複式学級で人数は少なか0た。『三矧珊は男女半数、15人ずつで30人。

男子がいると女子は強くなった。女子も半分は外の学校に細なけれぱならない。成績

が 1番から7番までが附届.局等女学校へお'1ナる。父母会では『0番で司、』と言われた。」

「『一割珊の人は、ぼとんど上へ行けるから、のノーびりしていました。」

「皇后のお守諄は4年ごとにあり、四つノν這いで廊下の拓H粂をしました。お土産にす

るノU杉の服を課夕村受業で作らされました。かわいいので羨し上げました。」 0靈動会に

1ル、らっしゃいました。」理塾后行啓の令冒(れいし)は甲高いお声でした。男子が笑0

て叱られました。皇后は朕U満のロングドレスでした。」「虎屋の練りきり(3個入川を、

陛下のお士産といっていただきました。」

「小学絞4郁yセの時学校が大塚に来て、グランドができました。でも運動会は御茶

ノ水のころから明治ネψ宮のままで、戸山の軍楽隊が演奏しました。女学絞に入学Lた

ころ、運動会をここでするようになりました。」「明治神宮での運動会の観覧券を券蔀戍

に渡し主した。j「グランドのスタンドの上の方に、塁后の行啓がありました。」「大塚

に来て、羊奨みたいな学才交にな0ちゃ0て・・・。(「南素な長方形の佼舎のことか?)」

けd家の校舎には、お弁当を温める禽Ⅱ量が島吟、廊下には棚がありました。」「廊下

は何刈も何回も油拭きして雑11」が真0黒になηました。生徒は翁手伝いさんのいる家

ぱか"でした。」「女学校での髪型は最初はおかうぱで、髪が伸びると'、たつに結び、

編める上うになると三つ編みにしていきました。他佼よりは禽由でした。」「通学時の

オーバー、セーターも痴由でした。市艸盲は紺のつぱJ太で、少し前下がりのもの。三越

0
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や松屋のデバートでltえましたが、ヨシザワのものがかっこよかった。タ、ノンレステッ

チでした。」

「制服は3后税護で、1つはセーヲー服にバンド、これがいちぱん多か0た。つぎがオー

バーブラウスとスカートにバンドで、これは少なかった。 3つめがジャンパースカー

トとバンドで2番めに多かった。」「私はジャンパースカートを自分で縫いました。」「1専

多繊のべルトは1年生ぴメ侍は太いべルトで、専攻科に進んだ時は恕Kなりました。バッ

クルの金属劃"上のためで司、。」「スカートは毎晩寝押L し、ぐ、襲を整えました。」し加崔

剛こ1頻鬪に行く時は、ベルトをはずして(どこの学校かわからないようにして)行き

ました。 30銭でした。j n享攻利・と合わせ8僅通いましたが、専攻科へ行くとパーマネ

ントをかけてお卯§落になりました。」

「湯浅年子先生はフランス留学から1吊0ていらし、ぐ、本科で数学、専攻利〆劇才化学

を習いました。外国旅行の話をせがみ、キュリー研究所のことも開きました。静1效で

きる美Lい先生でした。」「英語の木村"、み先条.は、留学されて立派なキングスイング

リッシュで、1年生からなるべく擬本語を使わない綬業をされました。」碕尖争中も『敵

を知るには英語を』と勉強を続けました。」「肉窓な学校生活でした。」

「当時は子どt,でも軍人のいろいろに嫌なことがありましたが、黙っていました。」

N付属小学佼からの友人0)Xさノνが戦争を批判して特高につかまり、牢屋に入れられ

ました。どこを特商が歩いているかわからない時代でした。」陛tには出さない、口に

は出さないでいて、いつも『二重■でした。」「当時の日本は今の北朝鮮のようでした。」

「島W御撚村は『夜明1'"苅』で、表西のうねりの下で生きてきた人澗が本当のノq阿と旨0

ていま司一。鞍争を生き延のびた人びとは、表面のことだけではありませんでした。」

ヒ三国同豁.はヨ本が背伸びしたとしか想、えません。英米への郭"亢からのこどで、ド

イツ、イタリアと結んで{,何でもないのに。講和の良い機会があうたのにミニタリズ

ムが勝って、できませんでした。今の北朝鮮と同じでt。日支Ⅲ変(1937年以来の日

中全画戦争)のころは戦争はそれほど大変ではあり支せんでした。西洋のまねをして

修U二を取ろうとしました。外倒にもひどいことをしたのだろうと思いまt。しかしそ

の時は冠乳、ことをしているとは思いませんでした。」

「私たちは昭和6 a93D 仔」ド学校人学の半に沸洲悟1:変があり、昭和 12 (1蛤7)年

臼支郭変、昭和 16年の女学校5午生の時に火東瓶戦争が始まりました。どんな時代

にな0て{入灸山どがあるから生きていけると思います。」

話の'1・.の「バンド」「ベルト」は、同じt.のを指Lている。バンド(ベルト)の博

多織の布地は6センチ蛎であったが、物資の不足により半減して3.5センチに帽沈珂央

ま0た。また金繕供出のため徽゛1のバックルは廃.止になり、10センチほどの布地のみ

の袖章が徽庠オ制っりとなった、

制服については、『お茶の水女子・火学附属高等学校創立記念百年誌』に 1930 印召和5)

イ戸に係準服5種が制定され、 1932 (昭和7)年4月よのそのうちの 2種(セーヲー服
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とジャンパースカート)が制服として残0たこと力靖己されているが、「オーバーブラ

ウスとスカート」の制服があ0たという記録はない。なかなか手がかりがなかったが、

玲棉(昭和 18)年3門発打'の報倒会会誌『お茶の水創立六十周年記念琥』(第56・57・号)

"に、「昭和七午凶月制定の通昇甥足は昭和十四年度迄寳施された。然るに戦時下物資節

約とス・フ織物使用の關係よりこの通學寸服は改轡の必要を感じ、昭和十五年度に至り

次の圖のやうな述學服を芳案賢施した。」にはじまる説明と図を見つけた(資料4)。

ブラウスにも冬の上着にもべルト通しの靴が着いている。なお本校の制服、服装に関

連tる資料として、莫餅皮知子「女学生服装の移り変わ"一和装から洋装ヘ一」(『目で

見る文京区の山0午』(郷士出版社)がある。

10.その他

120周年記念バッグ(通称「お茶高バッグ」)について

創立 120恬1午の2002甲、自治会が通岸プDぱんの作成を企画、実現した過程と教

員会議の対応の経紳を記録した詐。

・ダンス「ファウスト」について

戰後玲娼1彰に始主った本佼のダンスコンクールは、20仭年に第脚回を迎えた

(19四(昭和24)年・は「東京女高師創立75周年・お茶の水女子大学開芋薪己念」の祝

賀大運動会のため、1970 印召称4励年は高校紛争のためすべての学校行事が中止と

なったため、 2恒陽"かれない年がある繍)。その記念のヰ計列ブログラムのために、締0

単な資料を作成した(資料励。

・学校新聞 rお茶の水』関速

四50年創刊の学佼新開『お茶の水』を整理、収集し、創立130周年記念事業のー

環として「学校新聞 rお茶の水』記事一・覧」(『創立玲0周年記念誌』所収)および

靴編Ⅲ仮を作成した闇。

・本校の沿革、校歌、校章について

本校の創立について、18陀(明治励年開設の官立女学校が前身であること、呪

校歌の作曲者は東儀季煕0"京岫を明治29年 a即6)年・に西洋風の旋律に改めたも

のであること、当初の制服に用いられたべルトのバックルの校章は徽章であること

などがわかるように学校要覧、生徒,手帳などの説明を改評した如。

・耳UKオリンピック(19艇年・)のランニングシャツ(写真W)

体育鮪の体育準備室に同じもの3枚が保管されていた。市販、あるいは聖火りレー

用のシャツだろうか。司、べてSサイズということは女竹1用ということか。用途、保

管の経瓢ミ等不明である。

畔月没農場について」佼友会会誌『お茶の水』第47号 a937年3月発行)

1937 (昭和 12)年4月、釦r労鍛錬進男・として農場・(東村'1」_1市萩11_W)現断汐H靭が

閉'没されるにあた0ての紹介がある。
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11.おわりに

本半1作閥の授業の終わりに、授業について印象に残0たことを醤かせた中に、汰

のようなものがあ0た。

「為茶高の歴史とからめて、長い歴史があり、校舎もそのまま、掘叺出tと

何か出てくる(!)お茶高らしい授業でした。今は農由な学校も、昔は鍍困主

綻の嵐訓扱が流れていたのだと卒業アルバムからもわかり、不恕i霧でした。」

「南京陥落の!1寺の城を見せていただいた。まさか当時の1幟を見せていただけ

るなんて、び0くりした。このように普通でないレアな授業方法がすごくた

めになってよか0た。」

「資料・が手元にまわってくること。尖際に近くで細かいデータを見られるか

ら。」

「世界史という墜史の中に出てくるヒトラー・ユーゲントがお茶高に来てい

たなんて、一気に離史が身近に感じられた。またたくさんの資料を見せてい

ただき、読み込むことができてとても興味深か0た。」

「ニーゲントの授業でお茶高の歴史がとても長く、伝統のある学校だったこ

とを知の、さらにこの学校、そして歴史そのものへの興「沫が深まった。」

「世界史とお茶高を結びつけて、過去のお茶高から当時の世界情勢を見いだ

すのが、自分が生まれる前の世界を身近に感じられて印象に残った。J

貿藪熊こあげた学佼史資料の教材化の樹的、すなわち現在を生きる典己につながる1俗

史として過去を実感、認識し、未来の主体的な歴史形成者としての自覚を養うこと、

世界史が日本史をっくり、日本史が世界史をつくる相亙の関係を実感し、考察を深め

ることは、概ね達成されていると苛える。教材化の過程では『創立百周年・記念誌』、『創

立 120周年紀念誌』、『創立 130周午記念;志』、卒業アルバム、廐治会会誌の前身であ

る校友会会誌『お茶の水』、学校新聞『お茶の水』、お茶の水女子大学歴史資料館1断呆

管された貴屯な学級日誌、歴史資料館の折々の展示、お茶の水女子大学デジタノレ・アー

カイブズ、お茶の水女子大学資料委員会そして作楽会と卒業生の方々の偽プJI・こ助けら

れた。数午前、右弁側1・子醐佼長の時代に高校に資料室が設殿されたことの愆轆も火き

い。そして生徒が日々暮ら寸校舎や大学構内、講堂である徽音堂がほとんど姿を変え

ずに訟午以上1子在していることは、何物にも代えがたい。

また資料調査の過保で出会った阪本越郎校長'"による「お茶の水女子大学文教育学

部附堀,高等学佼の沿革」(『紀要』第8号、玲配年度)、創立60周年記念号の級国会

『船茶の水』(第 56'5τ号、 1942年度)からは、手に取られるのを待0ていたと'Ξ、そ・」:
:亡ヰルご

いう声を闇いたかのように思えた、特に後者は戦中の厳しい状況下での労作である。

資料・の整理やぢ酎屈、偶汗下には多くの岫市ヨと人・予・、豊用がかかり、容易ではない。価

値に気づか・ず失なわれたものも多いだろうし、階段下倉峰から・発見した重い段ボール
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箱一'杯の戦前の大判の地図数十・枚 U徒1二段の・・・'枚は「沸",繊羽」のi漸羽な地図で、中国

の地瑞がtべて日本私に書き轡えられていた)が、箱ごと打ヅプ不明になってしまった

のは慰、いHヤ"叟に治しい。一方で難利・、数学(戦舗の女子用の数学ψ)教科・・11を教材と

して使わせていただいた)、保健体育など他教科の教員の協力はありがたか0た。

また、 2001年から2006畔斗こかけて、お茶の水女子大学大学資料妥員会が悉皆調査

を行い、図訂室、各教科の雄備室、介沌等の資料を朋査し、データベース化されたこ

とにも大い1'こ助けられた。貴璽な資料・が埋もれたまま1こならぬよう、蘇らせられない

t,のかとぢぇる。雛史資料鮪の「学級日誌」、司為室に保存されている校友会会誌『お

熊の水』にっいては、ごく一部しか翻べることができず、同窓会である作楽会の会誌『作

酔鋤にも手が及ぱなかった。

本校の歴史を学リνだ生1心の中からは、文化祭1ン学校奥開速の企画を出す者、映像作

品のテーマに使う者、学校新聞で取りあげる者が生まれ、またある卒業生は大学の課

題レホート陣新妾における日本とアメリカの関係変イヒを作成司、るにあたり、在校時

に配布された創立]30周年記念誌の丘羊校新開『お茶の水』記事一覧」に見る戦後の

日米関係の変化を肯察L、 11いた。

生きている限り陶分は何者か上いう制いは付いてまわるが、学校生活は人間形成の

母体の重要な柱のひとクである。時間蝉辻空間軸がなす広大な座標の中に自己のイ立麗

を知り、 1辻界に広く羽ぱたいてほしい。

<参汚文i歓>

矢,雌葉子・平松左枝・子・奥国毅・鷹男,新テ瑞1料で見る東京女子高亀M測施学校と戦争J

『お茶の水女子大学*'"勿館実習報告』第21 号(200御

奥田環,矢越菜子 T女高師と皇室一大学哨井翫澗査の成果とi課題一」

お茶の水女子大学『人文利学研究』畔髭巻(2007年版) 2008年3 打発行

奥田喋・イ存中朋子「学佼史資料・OX電子イヒーその意綻と活用一」

お茶の水女子大学附属商等学佼和f究紀婆』第驗号2010年度

山崎邦夫締芸 r郁譜で読むへレン・ケラー』明石井店20Ⅱ年
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四
月
二
十
火
日
婁
一
時
粧
界
の
盲
目
の
雫
へ
レ
;
ラ
ー
女
史
を
抑

へ
て
ト
'
ゾ
γ
鑁
及
び
分
饗
大
氏
の
欝
廊
に
ょ
つ
て
、
私
症
は
婁
む
る

女
史
の
矢
分
と
努
力
と
の
賜
物
で
あ
る
所
の
寄
蹟
の
認
(
一
紋
に
営
け
れ
て
ゐ

る
)
を
聞
く
こ
と
身
紺
ま
L
丸
.

午
径
一
時
の
殺
定
で
私
逢
は
一
時
卜
分
前
に
隻
に
人
0
甕
の
方
玉
一
時

に
佳
、
,
つ
か
り
"
入
b
に
な
わ
ま
し
て
、
時
粲
を
待
つ
ぼ
血
0
と
な
り
ま
し

た
.
け
れ
ε
'
は
、
=
千
分
鵡
れ
て
、
一
紫
、
涌
面
に
こ
味
れ
る
樣
な

英
み
を
瑳
へ
大
へ
レ
ン
ケ
ラ
ー
女
史
は
、
浪
い
ブ
ル
ー
の
鳶
、
襲
ふ
ト
ム

ソ
ン
蟹
の
曹
の
話
.
力
と
ひ
目
は
見
、
手
と
亀
斗
ぱ
測
玉
,
と
、
そ
れ

は
、
至
(
、
普
如
の
否
そ
れ
以
上
に
何
盆
V
、
の
を
応
じ
さ
せ
主
し
力
.

校
長
先
化
の
御
紹
介
、
女
史
の
醐
艇
及
び
サ
リ
ヴ
,
γ
先
告
呉
さ
,
ト
ム

ソ
γ
娯
r
つ
ヤ
て
、
盟
に
お
誘
L
'
か
あ
り
、
註
つ
て
、
私
鎧
け
、
い
と
く

一
1
を
き
、
洩
字
生
い
と
、
叢
い
た
L
宝
L
た
.
最
靭
は
ト
ム
リ

ン
按
の
ケ
ラ
ー
女
史
の
生
ひ
立
ち
に
づ
い
て
の
北
循
で
あ
り
ま
し
た
.

星
れ
た
時
は
、
位
在
て
あ
つ
丸
か
ー
か
に
十
丸
ケ
牙
に
し
て
不
幸
に
も

熱
痢
の
た
め
「
観
粛
し
、
物
官
棄
を
典
ウ
た
i
.
雀
の
折

に
制
め
て
、
サ
,
ザ
ソ
先
生
r
垂
つ
力
.
そ
れ
生
で
は
芋
ま
ね
で
の
み
、
塞

腹
の
時
に
は
、
訂
を
究
さ
へ
る
様
に
L
九
こ
と
。
け
れ
ど
も
ケ
ク
ー
女
貿
け
、

ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
女
史
講
演
會

紫
に
、
や
ん
と
0
や
な
子
で
あ
つ
た
.
そ
し
て
、
套
史
が
制
め
て
知
つ
た
斈

け
、
分
 
a
0
一
一
)
の
字
で
し
た
.
そ
れ
も
サ
リ
ヴ
,
ソ
先
生
が
何
烹
間
じ

こ
上
を
手
の
業
に
将
い
て
、
誹
學
る
こ
と
に
努
め
九
の
で
.
丁
.
先
生
が
物
に

け
、
・
丁
べ
て
名
邪
あ
る
と
い
ふ
、
物
寺
諒
解
す
る
一
に
光
明
を
俳
九
の
け
、

或
日
サ
リ
ヴ
ノ
先
生
は
、
ボ
ソ
プ
の
傍
に
ケ
ラ
ー
女
史
を
迎
れ
て
行
つ
て
、

ホ
ロ
の
下
r
手
を
郭
か
せ
て
、
水
を
沈
L
、
あ
い
て
ゐ
る
片
力
の
手
の
業
に
*

と
し
ふ
字
を
、
何
度
も
密
い
九
の
で
T
。
先
生
暴
キ
、
乎
を
引
こ
め
ら
れ
ま
し

大
が
し
か
L
モ
こ
に
尭
明
が
器
t
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
て
来
た
の
で
,
.

そ
れ
か
ら
の
魯
は
至
子
ぱ
t
い
、
の
で
L
h
。
宙
く
こ
と
の
自
由
を
、

共
ウ
允
女
史
は
、
更
ι
他
の
<
に
者
分
と
逗
ふ
と
い
ふ
二
と
を
卸
り
ま
し

ナ
で
サ
リ
0
 
γ
先
住
け
、
仙
の
人
A
は
口
に
ょ
つ
て
、
訟
す
こ
し
を
郭
教

へ
に
な
り
ま
し
力
.
獣
分
ι
亦
そ
5
し
光
<
述
止
、
同
じ
騰
に
し
た
い
望
持
か

ら
藷
,
こ
)
一
を
社
へ
て
、
く
れ
し
、
ね
光
ら
れ
ま
L
丸
.
 
E
L
て
、
最
初
に
出

丸
宮
菰
け
二
の
言
禦
で
し
た
.
肝
に
手
を
あ
て
、
H
・
P
の
晋
を
鼻
に
鄭
、

る
晋
は
鼻
に
手
を
あ
て
、
幽
に
乏
あ
て
、
 
K
の
昔
を
知
り
ま
し
た
.
そ
5
し

て
、
一
字
か
ら
一
言
へ
一
宮
か
ら
一
女
へ
洪
ぐ
ま
し
い
努
力
が
郭
は
れ
て
、
最

制
に
、
女
史
の
口
を
つ
い
て
、
蓬
れ
出
九
ひ
と
営
捻
{
私
は
唖
で
な
い
一
の
官

梨
で
し
光
.
そ
れ
か
ら
王
十
八
崖
の
今
"
ま
で
女
坐
の
た
ど
マ
東
ら
れ
之
短

け
佐
ん
と
に
異
く
い
た
ま
し
し
、
苦
し
み
の
迅
で
あ
り
生
L
た
0
 
そ
5
し
て
、

今
日
で
捻
嘉
の
人
連
と
伺
じ
様
に
鰯
,
こ
と
が
川
来
ま
ナ
0
」
小
5
し
て
ト

ム
ソ
ソ
築
の
話
さ
れ
て
ゐ
ろ
間
女
史
は
常
に
焔
の
知
に
手
を
嵩
て
工
屠
巧
れ

ま
L
九
。
永
い
で
女
典
と
、
ト
ム
ソ
ソ
鑁
と
の
問
武
一
:
,
一
の
威
脚
妻
さ
れ
ま

し
こ
.

間
へ
レ
ン
よ
、
丑
女
け
、
日
本
に
来
て
、
如
何
に
喪
し
V
か
。

響
 
n
A
の
モ
*
、
心
か
ら
た
る
吸
迎
に
語
す
、
又
擾
の
花
左
受
づ
、
特

に
、
精
初
榔
苑
の
花
の
斐
し
さ
。
モ
し
て
、
叉
、
」
れ
亦
ら
咲
く
瑠
伽
の
花
寺

望
ん
で
ゐ
る
。

問
へ
レ
γ
よ
、
貴
女
に
花
の
も
が
ひ
が
力
か
る
か
.

符
匂
ひ
の
か
ぐ
は
し
『
'
、
.
花
の
形
の
ち
が
ひ
に
上
つ
て
知
る
、
 
H
本
の
花
け

需
い
.
 
E
L
て
圭
の
綴
は
な
つ
か
し
い
。

問
、
、
、
に
は
多
く
の
先
生
や
生
徒
さ
~
か
ゐ
る
が
貴
女
の
教
脊
に
つ
し
、
一

貫
等
私
は
、
女
學
、
艇
史
、
敏
學
、
、
プ
テ
一
ソ
需
、
ギ
リ
、
ソ
¥
騒
、
フ
.
ワ
ソ
ス

語
を
學
ん
祀
が
私
の
最
も
好
き
.
な
も
の
け
墓
で
あ
り
、
娠
ひ
む
走
の
け
勲

學
で
あ
つ
た
。

問
へ
レ
ソ
よ
、
貴
女
が
女
校
に
ゐ
る
時
、
サ
リ
.
ウ
丁
ゾ
先
生
は
如
何
に

し
て
鞍
を
元
,
け
大
か
.

等
リ
,
ヴ
丁
ソ
先
継
は
、
融
斜
排
、
及
新
撰
艶
の
諭
交
等
を
一
A
乎
の
掌

に
枇
い
て
望
字
で
激
へ
立
し
九
。
教
宗
で
謡
設
を
言
、
(
時
に
仁
、
叟
字

で
覺
气
優
っ
て
か
ら
蛤
字
に
か
き
な
様
し
大
,
モ
の
た
め
に
、
畢
の

、
ず

゛

.

(てに素者微)史女
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塒
霊
に
非
常
に
力
が
あ
つ
た
と
思
ふ
。

問
へ
レ
y
上
、
貴
女
は
目
で
あ
る
こ
と
を
不
宰
と
思
ふ
鄭
。

符
い
上
え
ち
つ
と
、
目
が
あ
つ
て
亀
一
聾
に
見
え
な
い
人
は
む
低
木
幸
で

あ
る
と
考
へ
生
・
丁
。

.

見翻
を
註
り
メ
プ
セ
ー
ジ
に
.
う
つ
"
ま
L
九
。

ノ
ツ
セ
ー
ジ
一
.
規
L
い
立
よ
.
や
さ
し
く
迫
か
い
恐
迎
化
、
た
つ
か
し
く
、

弘
は
慮
謝
の
言
葉
を
知
ら
む
い
。

私
は
碧
い
蝿
人
の
赫
に
駈
丁
の
左
金
に
喜
ぶ
ー
。

私
は
=
つ
の
健
妻
女
力
寺
呼
ん
で
ゐ
ろ
と
曾
ひ
た
い
.
一
つ
け
自
分
業

九
齡
一
つ
は
賊
毒
人
週
の
麗
で
あ
る
。

人
牛
に
失
欺
L
て
'
そ
こ
に
章
い
亀
の
あ
九
と
ね
ポ
ふ
ー
。

=
つ
の
炎
造
が
水
小
線
k
に
あ
る
、
一
つ
は
、
唯
物
主
裟
、
貌
力
に
ょ
ろ

、
の
,
.
つ
は
,
人
道
主
碕
条
優
に
上
ろ
も
の
と
共
女
屶
捻
ε
易
ら
を
郭

ゑ
ら
び
に
な
る
か
、
二
つ
の
究
の
ゑ
ら
,
劣
か
ら
、
=
つ
の
人
生
が
出
楽
て
来

ろ
.
一
方
の
週
を
ゑ
ら
べ
ぱ
、
低
く
、
勧
い
子
雄
の
叫
び
苫
し
み
の
繋
あ

り
男
女
の
卵
押
を
持
つ
て
ゐ
る
.
今
一
つ
の
造
は
高
く
竃
左
み
ち
ひ
き
人
姫

の
妬
け
る
砥
は
ひ
ゞ
<
.

正
し
き
壮
Ⅲ
、
男
は
永
控
の
命
を
以
て
額
は
れ
乙
1
.

九
5
L
て
、
私
は
こ
れ
ら
の
暫
輩
を
0
か
ら
の
喜
登
以
て
、
貴
女
方
に
僻

^
力
い
.
そ
5
L
て
罰
^
に
お
ね
郵
ひ
し
允
^
。

藷
師
よ
り
の
郭
便

0

蕗
掲
を
迎
へ
ら
れ
倭
に
け
、
愈
え
鸞
号
に
嘗
の
御
班
と
船
喜

げ
し
く
存
じ
上
げ
ま
ナ
。

掘
て
本
日
幾
蚕
誌
「
船
茶
の
水
」
を
御
途
b
い
大
ゞ
き
賊
に
瓣
し
く
、

早
經
穿
見
い
光
し
ま
し
た
.
梅
心
に
か
け
さ
せ
ら
れ
て
描
A
と
御
途
り
い
た
し

き
ま
し
た
出
、
樺
く
帯
h
げ
手
.

人
生
の
逃
を
、
と
ぽ
く
と
渉
み
又
姦
し
ウ
島
V
這
を
池
力
人
の
あ
る

、
、
巴
を
1
0

貴
女
方
が
二
つ
の
先
、
廼
の
.
主
0
ら
を
ゑ
ら
ぶ
か
を
私
林
知
る
二
と
奮
楽

る
.
何
と
な
れ
ぱ
貴
女
方
は
俺
昏
ゐ
系
の
娘
で
あ
る
か
ら
.

私
け
貴
女
屶
が
責
任
に
丸
じ
ろ
か
ぬ
こ
と
を
甲
ろ
悲
ん
で
人
生
の
歯
を

開
き
、
高
い
理
般
を
以
て
身
に
つ
け
ろ
こ
と
を
捌
む
。

貴
女
方
着
い
人
A
に
け
、
こ
の
人
牛
力
、
と
り
明
る
く
玄
化
釣
に
,
る
堤
務
が

采
到
室
キ
先
牛
よ
り
)

私
は
著
い
貴
女
力
と
同
じ
迫
を
鵬
ん
で
ゐ
る
と
思
ふ
赦
に
、
私
の
今
由
し
あ

げ
九
宥
姦
を
、
忘
れ
十
に
畳
え
て
ゐ
て
下
き
い
。
喜
・
7
0
」

鯵
0
て
、
小
畢
史
の
校
馨
唱
が
あ
り
生
し
た
が
学
.
フ
1
女
史
は
、
"
て
れ
を

手
拍
f
で
と
つ
て
居
ら
れ
た
.
十
し
て
「
晋
樂
は
私
に
、
チ
リ
ケ
ー
ト
立
感
惰

を
抱
迦
し
め
ろ
か
ら
好
き
で
あ
る
。
」
と
君
は
れ
ま
し
丸
.
六
ヤ
で
記
念
品
附
是

が
代
炎
岩
の
手
に
ょ
つ
て
行
け
れ
、
女
史
は
「
美
し
い
閉
物
け
火
嬰
に
5
れ
し

裂
は
こ
れ
を
忠
ひ
出
と
し
て
、
故
鄭
に
'
.
0
か
へ
ら
・
ワ
」
と
胃
林
れ
、
傍

.

.
、に

あ
乙
藷
の
鉢
楢
を
、
畏
で
聴
で
あ
る
こ
と
を
あ
て
ら
れ
生
し
た
、
そ
し
て

罰
れ
ろ
様
た
拍
乎
の
小
を
リ
廿
ナ
ラ
の
宮
奨
を
の
こ
し
て
、
蔓
の
族
に
船
披
れ

'
郭
み
せ
に
む
ら
一
,
、
手
を
ふ
り
存
な
が
ら
元
猟
に
か
へ
つ
て
打
か
れ
主
し

た
。
(
時
に
=
時
#
十
五
分
で
あ
り
ま
し
た
J

盧
こ
と
の
不
"
薯
で
あ
り
な
が
ら
戻
む
る
人
絡
と
激
擾
を
へ
レ
ン
ケ
ラ
ー

女
史
に
對
し
て
、
壁
に
脊
つ
た
、
私
達
は
、
も
つ
と
く
し
つ
か
"
し
た

類
持
で
正
L
い
仕
Ⅲ
に
男
し
な
け
れ
ば
む
ら
な
い
と
思
ひ
手
.

記
念
品
噴
皐

*
校
よ
り

,
ウ
シ
ヨ
ン
ニ

祇
入
、
ハ
ソ
ド
パ
プ
グ

斎
校
よ
り

宙
校
よ
り

戴
媛
、
郭
手
工

幼
稚
側
と
り

醒
の
ぽ
り
、
カ
.
"
 
1
0

豐
ブ
ー
ル
て
水
泳
の
コ
ー
チ
を
て
下
三
力
,
1
、
田
峯
さ

ん
(
翌
、
竹
蚫
を
此
の
度
一
、
一
,
r
北
迎
へ
し
て
、
典
「
松
茶
の
水
左
認

る
こ
と
か
、
出
来
 
r
鼎
し
く
慰
つ
居
り
ま
,

州
゛
0
.
曾
誠
叱
9
 
一
§
制
臂
ヨ
一
=
地
.
一
.

赤
め
V
て
ま
ゐ
b
ま
し
九
.
羚
慈
も
あ
ら
せ
ら
れ
ま
せ
ん
か
、
瓔
亥
合
普
を

先
日
忙
、
わ
ぎ
く
松
選
"
下
女
ヤ
生
L
-
L
、
賊
に
喜
5
、
こ
ざ
V
ま
L
允
.

早
A
と
部
確
申
L
し
げ
ナ
い
と
存
し
な
が
"
、
つ
い
延
引
い
た
し
ま
し
た
.

共
後
益
士
枇
催
曜
.
、
け
る
か
r
、
心
僻
し
く
羚
よ
み
こ
び
州
し
上
け
て
ゐ

ま
ナ
、又

京
へ
お
出
い
た
y
け
ろ
時
に
な
り
ま
し
え
。
お
侍
も
申
し
上
げ
て
舟
才
T

ネ
L
こ

(
平
田
ふ
み
ゑ
光
牛
よ
り
)

"
"
=
十
一
日



資料2

Ψ成玲年度お茶の水女子大学附属高等学校卒業式

(斗砺戈 19年3 村 20日午前 10時00分)

学校長のことぱ

どうぞお霞モ"下さい。

ただ今卒業証・苫を授与された U7名の皆さん、卒業おめでとうございます。また、

ご詞"誇の保誰者の皆様、ご家族の皆様に心からお祝を申し上げまt。

3年前、大きな希望とちょっぴりの不安をもって商等学校に入学して来た皆さん

が、今、こうしく'高等学校を京業し、新Lい世界に進1.うととしてい主寸。卒業生

の皆さんはひとしおの兎匂既をもって譜弧亨学校から巣立っ、ぐ行くことだと思いまt。

ところで、卒業される皆さノ,にと 0て、卒業式とは何なのでしょうか。 1,年生と

2年生の時の卒業式では、先洗を送りだす立場にあった訳でtが、趨分甫身が卒業

して行く今日の卒業式をどのように穹えているのでしょうか。私は、卒業式には時

剛と場所の纏Wりをつけるという重要な滋む筏があると思っています.明日からは、

もう1{熊亨学校の生徒ではなく、今日までの3年閥を過した校舎を飛び出して、活躍

0メ易を求めて萩Lい世界へと踏み出すための区翊りであり、けじめである言えると

思いまt。是非力強い一歩を硯y村"して、Fさい。

さて、÷号さんは、卒菜後には進学L更に勉学に励むことになるのですが、我が国

において女性が大学に入学することが正式に許されるようにな0たのは何時からで

しょうか,ご存知でし上うか。皆さんは、今では大学で学ぶことが当たの前のこと

と思0てぃるかも知1れミせんが、女"1制こ火学人学の門戸が1捌かれたのは、第二時世

界大戦後のことです。 t,ちろノν大学は逮く明治の時代からあり主したが、女性に

は開放されぐいませノVでした。私立の大学も嗣様で、岡引闇のttめ」を薯し、平

等の理念を説き、男女の惚譚小義務に遂いのないことを表明した1局沢諭吉により創

立された慶応律島鼎寸ぐ学においても女子学生の入学を正式に許可したのは昭和擬年

a946臼りのことで寸。

女性の大学入学の公認ば、敗殺後の教育改ぎ汀)先泓けとして、昭和20ι戸 Q即捕4杓

10月の女,子教育振興に関司、る閣議決定によりなされていまt。開議決定の内容は

次の4点です。

1.男女教育の機会を祠じくすべき二と。

2.女子dX靜大への入学を許tことを公認tること。

3.独立Lた女子ナC学の設朧を促進すべきこ七。ちなみに、お茶の水女子大学が

来捌没されたのは、昭和24年のことです,

4.女子のための冷n苧孚校を設樋し大学ン＼の遊を男子宿片英にすること。

これ,を閉いて、皆さんはどう姪1)れますか。
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2番目に「女子ぴン竒大へのノY学を許すことを公認tる」と勗るように、政府とし

ては公認Lていなか0たので寸が、大正2年 G913年)から井じ北帝国大学には女

子学Xセが入学しています。創立間もない東北帝鬮大学が、独白の半1」断で4人の女性

の受験を認めたのですが、入学試験のさなか、文部省は「元来女予を帝国大学に入

学せしむることは前例これ無きことにて頗る靈大なる事件これあり大いに講突を要

し候」酒々ど唖1'i栃党閉を求める井楠を大学に送っています。大学は、委細かまわず、

鼎、倒チカ、牧田らく、丹、Fウメの3名の合桜を発淡し、日本初の「女子学生」が池

生.しました。黒田チカが29淑のときのことでt。 3人は、大学卒業して日本初の「学

士」になっていま寸、。

j、鳥田チカは、後に母佼東京女子商等郎海極学校、今のお茶の水女子大学ですが、そ

の教授となの゛俺花の色索に関する研究等の研究で業韻をあげ、昭和4年 a蛤9年)

に日本国内で2番県の女姓理学檎遷二になっています。黒田先生妬歳0叫寺のことで

す。東北帝匪1大学に松いて真'b利行先生という良き師に巡り会うたのも幸いしたの

ですが、この時代にあうて女性の芳牲に伍して研究を続けることは並み大抵の二と
゛-1 ゛j

ではなかったと思います。お茶の水女子大学では、日オq刃の女性博士である保弁コ

ノ先生(生物学0 と科本初の女性教授でもある黒田チカ先生(化学)を記念して、

保井・黒田奨学金をつくり、毎4H聾れた砦手の女性研究岩に贈0ていま,、。主た、

東北大学には、黒訳'1'ミが平成 H 年に設けられてい主t。

話が長くなってしまいましたが、皆さんが当たり前のことと思っ、ている大学への

入学推入こうした先人の努力があったれぱこそであり、同時に、皆さノVの家族をは

じめ周腰1の温.かい支援があれぱこそ勉学に鋤Lむことができるのであって、どうぞ

このことを心に師P゛、し0かりと勉学斗こ膨yνで下さい。

もう・・・・'詩皆さノνに中し」二げたいことは、是非健吋聨こ気を付けて下さいと喬う

です。健康で、体力が島れぱ、気力も漲0て来ます。そこで初めて、頭が個」くこと

になります。私は、化学と言う実験系の研究を行0ており、ーに体力、二に体力、

三に体力をモットーに、何'19郡典に勤Lんでいました、このことは実験に1浪ったこ

とでなく、何ごとを為すにも、体力が管予一です。卒業にあた0てoy吉さんへの錢の

言英として、「よく食べ、よく学べ」と高'いたいと思います。

最後になりましたが、お茶の水女子大学半付側,高等学校で3年劉学ソνで来たことに

晦信を持ち、この伝統ある高等学q交の卒業生であることを誇りに、陶主自律の気概

を持って各々の道に邁逃されることを願って止みません。

本Πは、卒業おめでとうござい主した。

これで、卒業式の言葉と致し主司、。 佃(野畔動
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資料3

◆受験勉沌のため机に向かっていると、たまに「自分は本当に大学に通いたいの

だろうか?親の敷いたレールに沿って進み、友人t,皆その道を選択しているから

成り行きで大学進学をぢぇているだけではないか?こんな中途半端な人開に学澗

を修めるぞtイ名はないのではないか?」と思い悩むことがある、永氾予f狗1安長の「学

校長のことぱ」を続み、それは贅沢な悩みで、そノνな生ぬるい気持ちで勉学に取

り組むのは、遒をW"開いてくれた先輩に失礼であると気づいた。きっかけは白

分の意思ではなか0たとしても、与えられた機会を利用して精・一杯勉強したい。

@大学←短火進学謡郭がぽ剖近い現在、お茶商生はもちろノν、私の周りにいる子・逐

は皆当たの前のように大学に進学する道を選ぶ。その環範の中で、私は大学に行

くだ郵朱が見出せなかった。なぜ、皆が皆当たり'鹸のように進学tるのか、当たり

前のように進学を勧めるのか。高校に入ってからず0と、大学に行く意味を者え

てきた。そして、ようやく大学に行く意味が見つかった。

私は大学に、「勉強」をしに行くのだ。大学で勉強をするのは普通に弩えると当

た打前のことだろう。では、い0たい普通とは何か、当たり前とは何だろうか。

私が語'いたいのは、当たり前を当たり前として受け止めるのではなく、何でもー

度は白分で苛えてみることの火切さだ。そうしてたどり着いた答えは、誰仍どん

な言葉よりも自分の中に郡くものがある。肉ら勉強をしに行くのだと自覚したこ

とで、美半祭に大学に行ってやりたいことが明確になり、有意義な学生生活が送れ

るのではないかと胸が高1嶋るのを感じる。永野前校長先生の言菜を統ノνで、また

新しく、大学に行けることの有難みや先人が残してくれた索陌らしい機会に対寸、

る兎匂謝の気特ちを感じるこ七ができた。

◆永野先生のことぱの中で一番利、にと0て衝染的だ0たのは、 1,・,前例これ無きこ

とにて頗る靈大なる*:件・・・」というフンーズだ。当時OX扇見がと、ぐも分かりやすく

あらわれていると感じた。しかし、今私が何の抵抗もなく「偏見」という首柴を

使う二とも、「箭見」なのかもしれない。芹覇見」の対になる言葉は、「平等」では

なくて、「当た"前」なのだと再度認市哉できた。

その「当たり1焚」を覆Lた人々を、本当に蔀敬寸る。女1生として初めて大学井こ

人学Lた三人の女牲、そしてそれを受け入れ側のプぐ孕の、「学Uけごし,、」叫tぱせたい」

という強い高J占と体力が、.逆境に立ち向かわせたのだと苦えると、舟芳寮こ興味が

ある千厶として'はなんだかとても嬉Lく、また理想、にしたいと恕、つた。

◆「学校長のことぱ」の中でも珂ご桑的なのは「先人の努力が島ったれぱこそ」と

いう部分だ。男女平X穿が半ぱ当たり前のようになった今日を生きる私でt,その有

難みが力かるのは、おそらくそれが「与えられた」椛利でなく先人が努力の末に「獲

得した」ものだからではないかと私は思う。逆に言うと、先人の努力がなけれぱ
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男女平等はずっと11十わy,)主まだっただろうと浄シU惑じているのだ。

そして「学校長のことぱ」を読んだとき、そのことと伺時に今の自分が何かを

獲得寸るために努力できているだろうかという易鷲闘や不安{メ帳じた。何もせずに

待0ていて{,禽分にとって有利な状況は降ってこない。先人が私たちに男女平等

を残Lてくれたように、劇分も後世まで残るような「獲裾」を、もしくはせめて

そのための努力を、できる人1削になりたいと思った。

◆杉、はこの喬菜を統み、思い出Lた 1 つの斗H列がある。それは、第二次世界大戦

中に船いて、反ファシズムを唱えながらも特攻隊として戦死した兄、つまり男注と、

お倒の為に死ぬことを美徳と考えていたその妹、つまり女性の対上ヒである。兄は

膿1燃義塾大学経済学部で学ソνでいた。・一方1末は雛国的教育Lか受けていなかった。

二のことから、大学という場は辛励努鞁育や属家の洗脳か制恥れ機らの思、想を形

成tる場であるとわかり、当時女性に大学ソY学の門戸が開かれていなかったこと

は、女性を無知にして鴬くための鬮家の戦略だと思った。現在における女性も大

学で学べるという現状に兎埼附し、大学に行0たら内分のため、自らの属tる共同

休のため、そして社会のために有益となる4qq司を過ビしたいと思0た。

◆私は永野前校長のことぱに挙げられた保井コノに開する書籍(『科学する心日

本の女姓利・学者たち』岩男壽美子他)を読んだ。日本女性として初めて理学博士

の称牙を授与された彼女は、こう、寓0た。

「名1,求めず、地位t,取吟)ず、ただ自分の仕密が残ってゆけぱ、それだけで肉分

は満足できると信じておりまt。」

R古局のところ、学"打を寸るうえで靈要なのは、その人の性別でも、それに伴う

利益でもなく、学びたいという邪財辛な気持ちなのだと思う。ヰU芋、高校、大学と、

男女R司わず当たり前のように進学していく今疑において、私たちは学ぶことへの

喜びを忘れてはいないだろうか。こうした先人の存在を知ることで、彼女たちに

感謝の支U寺ちを持つととt"こ、学習への意欲が湧いてきた。

酪この文章を院んで、卒業式とは「時冏が易所の区切りをつける」という未来志

向の場なのだと気付'いた。卒業に自分の意思がはたらいているとあま吟感じたこ

上がなか0たが、新たな世界へ旅立つ踏切板なのだと思0た。

女性の大学入学WX括で、この3人は認●丁されていないのを承知で進学を希望し、

合格したということに、物砥い意志の力を感じた。大学もその後の人生も気力と

体力で生き抜いていくのだと思った。今あるものは誰かの残した結果であり、 1垤'

受できる内分も何かを残さなくてはと苦えさせられた。
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資料5

ダンス rファウスト」はグノーのオヘラ「ファウスト」のワノレツに合わせ、アメリ

力人教師ギルバートが振付けたダンスです。臼本の女子体育の先駆者で本校の教官

であ0た井口阿くりが、留学先のアメリカでギルバートから直接このダンスを学び、

明治36 (1903)年に婦倒して、日本に広め主した。

この振η付'けにはいくっかのヴァージョンがあη、生徒の誰もが踊れる学校ダンス

として、呪在でも今岬引境女子中・闘等科などいくつかの学校で踊畷瑞がれていまt。

オ井史では逐動会でこのダンスが踊られ主Lたが、明治36年12月10既発行の雑誌「風

俗画轍」によります上、当時の本佼の運勤会は入場券が配られ、2千人の観客を渠め

るとい夕艦火な{,のでした。な力ゞでもこの「ファウスト」は1呼び物で、Π露戦争後の

明治39 a90田午には傷病兵の慰問のため運動会を薩軍戸1」_博黙交校庭で行いました。

袴の上にこの年できたぱかりの徽章OX寸いたべルトを締め、長い着物の袖にタスキが

けをした女高生の姿が大きな喝采を博Lた、と記録にありまt。

ダンス「ファウスト」について

戦後は昭和21 U946) 4手からの運動会、そして昭和23 a94幻年に始まったダン

ス塁ンクールで、「ファウスト」が踊り継がれてきました。当時は学年単位でダンス

を跡}り、 3年生が「ファウスト」を踊るのが潰例となっていました。 3午生の「ファ

ウスト」は下級生の憧れだったそうです。

本校卒業生で元校長の前臓侯子一先生のお話によると、第一陣ダンスコンクールは

佼庭にアッブライトビアノを持ち出して、膏楽は生演奏でおこなわれました。ピアノ

を担当されたのは井1火Ⅱ珪子(いのうちすみこ)さんで、のちにビアニストになられま

した。今秀えると生淡奏の伴奏とはとても楽華で寸が、それは当時レコードもカセッ

トも放送施設も、何もなか0たからでした。食べるものも衣装の衣も何もなかったけ

れど、ダンスを踊れる時代にな0たのだと思うととてもうれしかった、と先生はお話

されました。

昭千【]45 a970)午は生徒会活動のあり方の1淫論が続き、ダンスコンクールは行わ

れ主せノνでした.そして昭和帽 a973)年β年生の一啓11が柳拐長姿で踊ったのが「ファ

ウスト」の最後となりJ断髪本校では踊られなくなりました。今目ここで踊られる「ファ

ウスト」は、舗朱ぶりの「ファウストj となります。今回は当時生徒として実際に踊

られた卒業生の方々と、牙暫受の商校3年生有志のコラボレーションとなりました。
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' 20船年度に研究ブロジェクト「校史資料」を立ち上げご学校史資料の教材化をす

すめ、生徒悔牙にっながる近現代史などの授業、学習を創造すること、女子教育

における本校の雁史的、社会的活動を明らかにし、 4新走、教員の理解を深めるこ

とを穫的として、より意識的に斗司交史資翁,の教材化に取り組ノνだ。当初は「校史

資料」の語を用いていた。

,他の学校史資料の教村化にふれている。

,3階司洪室に保管されている。昭和 13午7月、松月、東京女子高等畷泳五学校附属

商等女学校佼友会発行。

,「下村11、1・一先且ゴ乍詞、小松耕輔先生作曲」の楽譜がある。

,矢越菜子・平松左技子・・輿田環・鷹野光行轍劃斗で見る東京女子高無祐罵俸学校と戦今"

『才J茶の水女子大学博物館実習訓W訓第21号(2006)より

'; U X丈ライトノ、ウスのウェブサイト http://WWW.11RhThouse.0τ. jp/helenke11er.

Mm1 には、来日時「ヘレンがボリーに口話法で話したり尋ね、ポリーの言到郵士へ

レンがポリーの喉、ロ、鼻腔に指をあてる読零法で理解し、ポリーの英語は殆木希

武夫が通副ぐり、る、といったナ杉で1丁われた」とある。また、ある写真を見るとへレ

ンはポリーの右隣IU堅り、左乎をトムソンの右、0"製に当て、親指を喉、人差し指

を唇、中指と葵指と鱗の上部を頬、小指を員尻の脇に羅い'ている。

,ウィリアム・ギプスン作、原題は「The Milacle woTker」。「奇跡を起こした人」

とは、本来はへレンが学んだボストンのバーキンズ盲学拶ιd)校長が、アン・サリヴァ

ンを賞於、紹介したことぱである。繕U矮,苫房編集部『ヘレン・ケラー行動する

障害者、その波乱の人生』獄永浮井房P.5D

"本柴〆アリー・アグネス・トムソン、ポリーは疉称。 19H年よりへレンとサリヴァ

ンの家'女輪強ミ不必霄となった。

トムソンは 1937年3月26日に鉄道でニューヨークを"ヘレン・ケラーとポリ

発ち、、1 共 1日に浅間メLで"ンフランシスコを蜘発、 15 田黄浜に卸気琴、 7 打 9日横

浜から朝鮮、「1櫛如へ出発L、 8月10日に横浜港より秩父丸で愉国した。ヘレン

は社湿各の2述冏、短時問で鰹、いが伝わるよう講演属新商を何庶も書きなおしたとい

う。また小説打風と共1こ去りぬ』輪準芋の 19謁午に謝版、点字版で 18巻)を読み、

南滞アヲバマでの子ども岫イtを'、りかえり、人種意繊・階級意識を思い起こした

という。(ニールセン『ヘレン・ケラーの急進的な生活』P.12心

,0 193"手9 司「ニューヨーク・タイムズ」その他の新岱斧氏上で厳しく批判した。(山、

!崎邦夫編袈『年譜で読むへレン・ケラー』 P,164)

"フヲンクリン・D・ローズヴェルトは 1921年39 歳の1寿にポリオに櫂り、下半身麻

輝のため中才滞子が必愛な障害者となった。しかしそれは国民には注意深く伏せら

れ'ていた。

"来挺適後の4月17nには新衞御苑の観櫻園遊会に招かれ、特別な扱いで天県と握
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予をし、旨相村都先十郎を徹笥Hこ訪闇した。18日には歓迎会が東京會舘で行われ、

林首稲ら 500 人が参列した。

この冴犯9 弓は全30ページで、他の号と比べ極端1こぺージ数が少ない。巻末の「編

輯だより」には円虎敷を増します一方、キ則效を減じねぱなりませノνので会鍔虎お書

き下さいまt・佼長先生諾先生の文も、粧毎に盛んになってまゐりました肉由投袖

t,こぴ洲虎は、お休みすることになり、大饗残念に思つて居ります。」とある。この

ような状況下でも、ヘレン・ケヲーの講*む会は大匂y'i氾録として残された。

ヘレンは飾夜25 W、 19 擬より滞在していた大阪から特急,1垢号で婦京した。 26日

は午後 11埒女子高さ對緬範学校での講演会、 2時文部裟で盲唖閥標者の懇談会、 4

則N鼎故学舎の泡論炎会という予定力途且まれていた。

ヘレンは絢分のたどたどしい氾爺見が耽謬是の迷惑にならぬよう、できるだけ短いメッ

セージを心がけて'誌難むの準備したという。

1937 "汀月10日付け軌臼新朋より

朝"新閉、統売ネ雛打を沸卜丈ると、牙誕ヨi貨創肋■連日のように報道されていたへレン・

ケラーの紀噺は、 5月以降少しfつ制遠になっていく。車別嫌、「満州」、台湾防問の

記郭はオ井上版を見る限りほとんど現れない。

蜻鬮を伝える8月12日の読売新湖は、 N工岸の避難名横濱へJ U神戸経由上海か

ら横濱へ入港した郵船秩父丸で漢口、士.海方面の避難者百計五名が謀ザ朋した。」に

始まる記事)に.二段目の見出しじ三重苦の喪女歸る」を添え、「酒珊合で鮮満、京阪

地方を゛姉端翻抽 Lていたへレンー行もこの秩父丸で料炉'からやって来て、12日「横

拶むt.ヤ帆の同慨}で部國する。」と 16行の記当と写真で短く伝えるのみである。

同nの判汗げ邪"でも、「満ナ山、台湾の講猶功矢行を終え、神戸から秩父丸に乗船、

横浜港に入港、横浜では、1ゞ塑せずに 12 印掃米する、との巧行の小さい記1"で、

玲日に講演会収入が寄付されるとの短信が島る。華々しい来日当初との違いムユニ

は大きい、また、アメリカ大使グルーが、目米候H系に船いてへレン・ケラーの来

日はぺリー来航に並ぶと評価しているとも伝えている。

hむtp://archiveSルイ, ocha. ac. j1ゾexhihitiolvm_P1νln_ph_3281-0001, htlnl

鵜連資科として『校訓靭第425号、『お茶の水』第39号が挙げられている.

hL口〕://arch ivo$, cf. oche, ac. jp/血 C014_nankin. htln}

ここには器枚の写真があるが「南京W余鞠関連は25枚で、後半の7枚は 19諦(昭

村n3)年の「沙北1陥幣」に関連tる写真である。

当時は一般灼な愈U谷として、誰1辺御晋子を被っていた。

戦前の附終,高等女学佼は湖組、菊組の2クラスで、戦後新制高校となって梅組が

加わり、 1学年3 クラスとな0た。

一部欠慣もあるが、戦前のものはほほ'保存されている。

1937 (昭村n幼年賜月 H 日の制日新開には、「踊出した提灯行列昨夜南の帝都

の貼Nリと、「『1靭落公太』を待ち祝賀の大行進昼夜歓喜の打N局へ」のすご野がある。
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ZI 九段精華高等女学校か。

靖国神社に隣接する現白百合学鬮中学高1乎学校

社会科推備室にはガリ版刷りの薄い冊子で「防荘釦「救急」の11彰高資料がある。

お茶の水女子大学「ラジウム発見100年記念那業実行委員会」発行 19鰐年

しかしイレーヌは2力村で"制壬した。

拙1商「3年・必修ル捌t社会」憲法第24 条と裂、たち」(『研究紀要』第51号2005年度)

1998革に本学で行われた「ヲジウム発見 100周年」記念講演では、本学芋里学訊Hヒ

学科教授七して司会を務められた。

松悔1映斤作Π努治天会H象」 hLTP:ノ/archi如$. cf. ocha,純, jp/exhibiti01ゾdn/dao010

htm]

矢淵阿玄上}イ乍「「1存:'HI^太辰、」 h兀tp://archives. cf. oche. ac. jp/exhibjtion/da/

daooH. html

http://aychivos, cf. ocha. ac. jp/shiryo_shosoki. html

拙稀1ヒトラー・コ.ーゲントがお茶高にや0て来た」(n汗究紀要』第馴号部08年度)

「みがかずぱ玉もかがみもなにかせノν学びの道もかくこそありけれ」 htゆソ/

al、chive$, cf. ocha. ac. jp/exh ibj tion/da/dal010. html

明治8年の東京女子肺範学校の開校式が行われた日には、式後皇后臨席のもとに

生徒代表3名が講話を行い、許川若菜が摂理中村正直の『西国立志篇』を講じて

いる。野L女女子高等師範学校編『東京女子高等齢珠包学校六十午史』 a934年)によ

れぱ、佼歌とな0た「みがかずぱ」はこの翌年2月巧臼に下賜された。但し『お

茶の水女子大学百年史』(19別4手)では明治8年謡月20 脳としている。

この号には「於近十箇年姿遷概要」として創立50矧年記念誌以降10年冏の詑録

がまとめられ、貴亜な資料とな0ている。校友会は文部省の訓令により、1941(昭

汎n田年度より学佼を主体とtる公的な蛾国会に改編され、総務、国防、鍛錬、

文化、生活の5部のもとル服蓬N舞神に基づく心身一体の修"刺厄設として新発足J

したと説明がある。

捌橋備「120周年記念バッグ6臣称アお茶商バッグDの謎生と若干の肴察」(『研究紀要』

第四号20鳴軍度)

三浦良子「校内ダンスコンウールについての報告(3)- W回の軌跡一」(『研究

紀要』第悦号 1998年度)より

拙稿卜孚佼新聞『お茶の水』の整理・収集・保存一創立B0厨年に寄せてー」(『研

究紀要』第認号20稔年皮)耕掘川坂は学校保管のほか作楽会、お茶の水女子大学

懸}井館、題会図誹鮪、お茶の水女子大学雁史資翠沌凱こ寄贈した。

19諦(昭和 1心年7月発おヤ)佼友会会誌『お茶の水』第心号に、中擇伊與吉主事

が船鱒の図柄の説明も含めて浮戈が校の徽章」を記Lている、

本学寺對受、ドイツ文学者・詩人。「さくらの花の散る下に、小さな屋根の駅がある。」

に始まる詩「花ふぶき」の作者でもある。
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